高齢利用者支援委員会について
福岡ひまわりの里
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　高齢利用者支援委員会は、福岡市手をつなぐ育成会の施設、事業所の中で生活介護事業のある、ひまわり園、ひまわりパーク上牟田、福岡ひまわりの里の職員代表のメンバーで構成され、活動を行っています。
　平成28年度から始まった委員会は、平成３０年度で３年目を迎えます。今後の活動は、現状を踏まえ、どのような支援や取り組みに繋げていくかを具体的に考え、実践していく段階に入ります。実践したこと、改善したこと、新たに取り組んだこと等を報告できるように活動を行っていきたいと思っています。
　福岡ひまわりの里の例です。利用者は、男性31名、女性19名の計50名です。利用者の年齢は26歳〜79歳まで幅広く、平均年齢は52歳です。利用者の平均年齢が50歳を超え、日中活動や施設行事、健康面や食事など、様々な場面で高齢化に対応した支援が必要となってきています。　
　今後は、医療機関を利用する機会が増えることが予想されるため、医療機関との連携をさらに強化することも必要です。また、福岡ひまわりの里は離島という立地上の課題があります。フェリーに乗船しての移動になるため、医療機関へ到着するまでに、より時間がかかります。そのため、市営渡船や救急対応機関との連携も必要です。医療機関への移動時間を考慮すると、現場での早い判断がとても重要になります。緊急時の対応方法についてもさらに議論し、ひとりひとりの職員がその対応をシミュレーションし、常に意識しておく事が必要となります。
　生活面では、現在65歳以上の利用者の義歯装着の割合が高くなっています。加齢に伴い、義歯などの口腔内環境や咀嚼力の低下等により、嚥下障害等による誤嚥性肺炎のリスクが考えられます。個人の摂食機能のレベルに合わせた食事形態への変更等が必要になってきていると考えられます。
[bookmark: _GoBack]　また、どの事業所もあてはまりますが、今後必要となってくる支援は、食事、入浴、排泄、歩行等の身体面だけでなく、加齢による物忘れ、不安感、苛立ち、意欲低下などの精神面での変化も考えられます。設備整備等のハード面と専門的援助技術等のソフト面の両面から、本人にとってどのような支援が良いのか、より手厚い体制を構築する必要があります。
　今後、このような課題等に関して、高齢利用者支援委員会が中心となって整理をし、取り組んでいきたいと思っています。
